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Gア  ウルトラS F X

本書はウブツトラS F X を初めて使用される方のために書かれています.

「存言謙  |
一部のデイスプレイの憲昧などは、ノーマ

そちらも合せてこ覚ください。

噌言正番号力`わか らるit とヽ

たたし、障 碗 か通ば 附 態にな■たとき、柏千局たリリセットして しまわないように、新 バネルの 十M N

6.特 殊文字入力機能。 (0～9の数字以タトのA～Fの英字のき込みができまう.)

例 M 十 ■い + 2 + 6 剛 F T + + 2 + | = ぎ高高= 〒¬

S 出F T キーで | から6 と、 A か らF を切り替えます。

■社にはアーマルモー ドは1 )りませた′ た た にン他人に使用さオ1ないようにするため、死んだ、ミ、り杖能がありますモ死んた

キ リ代有とユ)イ大はでは、表示、キー責付者などは、まった く作動 しません P T T も、モニタ
ーがききませ人′ので無ホ宗1土としては

仲卜できるiくる|ります 同 時に安心ロックかかか ります

安心 □ : ,夕と(どG  I  S F X と同i車に、晴証新号をタロっていモ)人たけが、スペシャルを使用できるようにするオ代うしてすぃ

唱証子1号がわか りませ人と、スベ)、 ル状態にできませんので忘れるiいようにして ください i

☆最初にスペシャルモー ドにするのは。

: 3 ' 原を大1 ■ 滞番号が t ~ 示さオ1 1 1 ば、無ホ泉1 代として使用てさる‖大さにすでになっています

朴括 号が表示されず真 コ哨の場 吉は、唱証看号 を1 弓ら込六フて ください

引佃 喘 者号 を入力 t 終 わ りますと
窯

の表示が出ますので、l l l ・F は無淑松 として、動作できます

と時 “3Tら ユモ)小えブE】易合、 最 キ丹′)|十〒力 |卜1丁ち雇室して くすtさ |ヽ

Lを 上理 型 と工上上 !望
対弘 されて

上型
ゴ 自局の先計番号はその免許番

三壇
な
竺ュ

☆受心ロックをセットする時は。

スベラャル| ナは を他′、に知 られたくない場合、セッ トしますと択線機 として機能を停止 します「

無続1 土として動作しるi くなります

= , 蘇 捜 R F にな吹 晰 は動作か しな くなります

☆最初から使用できるスペシャル機能。

9

|  モ ニ'一 に|1為際、CH表示をLま す

2  モ 二十一からP T T を押す ことにより、

3  5ら 、 1分 フ,i l r 3言舌Ht t L R (よ夕打マーカ

1玉王丞垂璽∃のチフに意してくたさい
4  リ セッ | 、モニター、レデ r 、送信中のどの状態からでも

 ヽ マ イクのキーで、C 日のアッア、タウン、モニターサーチ、

な1丸|:が 実I見てきます 熟 綱iす111ま、 クト体にはとんと角虫らる!

例
理

ダウンモー トの抑

害|り込 み送信かて きます

′卜の動作にかかわらすありませ六ン

、メモリー、淋番号の打ち替えができますt

モー トの変更、メモリーの切 り替え、連続 リコールる!と多彩

くてすむでしょう

+ 3 = 四

|リ セッ ト状態のとき、マイクのSH FTキーにより、すべての群番号メモ リー及び特殊コー ドの呼び出しができます

呼び出さオ1る順序は、 メ モリー 0=― |= ・ 2=― ,9=→ A一cod=― b一cod=―,L―cod=→ H一 cod=―卜P―cod‐
一ヽE―cod=

→00000の順です.

12‖子び出 し、着信の とき、群番号とチャンネル及びモー ドを交互に表示 します.

7.チ ャンネルの確認。

)キ
ーを押すとチャンネルの確認ができます。レディ、送信中に

―
 | ―



8.メ モリー群番号自動呼び出し機能。

セットとなっています1

この】大態か  ヽ|か ら9ま

o→蘇ランフ|

o や
表示 ランフ  2

0 +薪 ラカ 3

ぐ少
■ 表示ランフ A 点 灯/消 灯

 ぐ 分
→ 表示ランブ 圧  点 灯/″消灯

bマークが点減/,肖灯

Lマークが点減フ
/消
灯

Hマークが点減/消 灯

Pマークが点滅/消 灯

在竜京丁百D十 (ら
か ら
に)ま
でのキー=Ⅲ 者のメモリーされている群番号で呼び出し…篭玉塗

L亘
秒
十 11い から

(夢
まて

のキー‐ヰそのメモリーさオ1ている洋番号で呼び出します(

在 G A L L >○ =→
顧 鋼 殴 騒

C Oに E R 0  5 )

(重三蚕三正三)十L些J十④
=キ醒顕麗騒 Aコド(F0 0 0 6 )

こ CALL♪ +3日 IF:ヨ 十(こか
=ヰ
ロ 田 目 目 轡 麗

bコー ド (F0009)

《丞重亘亘亘二)十[6日川丁可十oユ→盤顕轡醸 げ軸信用F0005)

住 口今L L ) 十 I S H  F I 上
|

頓重王'+Lrl,6=中 額で話響 早3通融 付門0口|

3 .メ モリー、各ち受けセット機能。

す てヽのデイモリー 4キ珠辞番号、先許番号の市セサ宝ロセッ ト、

M十 一に続いて、CA L Lキーを押 しますと、待 ら氏t,のセッ |、

■幹番号メモリーの待ち受け設定/解 除

(二 逐三夏I)=・ □圏驚換濃醜讃  1'」
として左記のよ うに表示 さねれば 4か ら 9ま 百rの |′モリー科キモ:号↑告 与良|)

での救字キーを押すと、待ち受|,設定ラう,・ラが下記のように点灼 消 lTにな 1)ます
点灯/消 周

(渉
→ 表示 ラカ L点 灯 /消 灯

点灯ャ
/消
灯
 《 ,中

表示 ランブ 門 点 灯/消 r T

点灯 t肖灯
に夢
キ 表示 ランブ P点 灯 税 灯

ぐ)→表示ラン7 し 点灯/消灯
セ1寺殊番号の待ち宝け設定/′解除
特殊許者号の待ち受t,の場合は、下記要領で設定します

卜 匝
日IF二 十(D=■ Aマークが点減′納 灯

O十雨
｀
)キ13川FT+O =→

①<亜 三)+匝エヨ+O工・

o十 て
CALL)十

匝
日 F∃ +o=→

o 十 価 ) + 6 日 I F T + O = → E マーク嫌 ル 行肖灯

待ち受けのセッ トが終ったら本体の こ END♪ キ
ーを押 t夕て設定モー ドを終 ります.

また 6秒 間入力がなかった場合、自動的に設定モー ドを終 ります十
いずれの場合 も点畑、点減 した状態で待ち受けセッ トとなります.
また自分で最後に表示 した群番号は、上記の操作に関係な く常に待ち受|)状態になりま
特殊群番号 6種 類で倉せて16局待ちです

瞬除があ」!立してイ予'tます
l H l ~■のモー ドにる:ります

9ま て



i O _  群 番 号 す い と り程購旨 (吊1番号汀「読【7 )時、表示さわた滞も号を 自 分のメモリーにコヒーすることが【` きます )

コL― にノたい帯番号か表示 さ1 1たら、以下の操作を行います

L L 十
匝 1 亜 ] = 時

鶴 寵 騒 + ―
l か
ら
□
( 0 の場合) 一

圏 圏 調 麗

エツヽ倒て1よ て モ '一 けにモヒーされていますか ,4前 に評|=されていた イモリーは消さⅢlます 消 してもいいメモ リー 十
■ハー■i二ん司 町にて くたさ(ヽ

+に師 .!モ |―+〕 ベー ttちらち` t,い波いて声iくと使刊です

1 1 でチ ャ ン ス ザ移指 定 機 能 | 十、 ネ ル例 旨定方く、キー入デ] にすイサ行えます )

例抑UⅢ【セッする 1申十(摯|(摯十廻ON)=→目圃題轟
側 23日【い すヽ も ■酔十も +8+勉 製立)=ヰ轟
t H か2 市( 7 〕与占、 十一 P 力 t ) 2 1 侑て行えま' 1

1 曇ぅチャンネずt ,メfとす‐機能

|  モ ) 一すヽ

F' コ
=  iビ
ltと にブtl 〔ヽ■に ■!′ 卜[ :|う

~

例門蚊‖にセッす■(酵十々歩+6 Ⅲ B十頓正直)=ヰ
1 0 0 ●卜| でモニター| ) i 忠とな ります| どなの法1 与J とにてc H メモリー | に記憶 [ ′ます

(重歩十が高ご百
~♪=韓麗軽霞簿題圏圏圏鶴簿+o=ヰ 圏躍調醤露圏園目圏露ぜサ怪梶い|に

また 通 話ホ亡(1+|ヤ )とき、 十 のc日をメモリー しておきたい場亀には、上記J早作の|工かに、以下に示す方法でも行 lt
ます

″J とし子!  h O ●H  r i 二J 話していたとします

こR 打O N ' こキ鞭 + 0 ‐牛―
をメモ リー し,て るヽc 出に准 るt ( メ モ リー を呼び出す)
先舟呈C H ク| ′千 ) 一 | に 入オ1た、 o o c H を 呼 び出 してみ ますn

8+嗣 石百)=・巴襲題■ 十O=■― =・― 攣〕1鵬となる
また、●川| や定 とは1 た方法て t ) 行えます―C H メモリー 2 i 呼 ひ仕してみます4

( こ
か
十 1 ひ 十

匝 ) = 中
- 5 0 C H で

モニタ 状態となる

ここで,土さする点は、C Hメモリー番号の1旨定は、数年 十1 T■3行うことです
2 1行または  3桁 で行 うとチ ャi′ネブしの設定になってとまいます
)セ |イ  モ ニター |ンデイ、送信中のいすオ1の場合からでもC‖の移動が,テ時に行えます ま た、設定した時のモー トと、同
時に記憶 していますィ

C日メモリー呼ひ出 t夕時にも、者のモー トに自動的に移 tサますf

1 3 .自 局 免 許 番 号 表 示 機 能 II東在使用 している日局の生許番号を表示させます()

と HOL D ) +在 日OLD ) =ヰ
ロ日□E理 1呂

十 【耐 =■

●

右記のように、 3回 にわけて表示されます

どうやら、私の松,械には、AT S RO Mが入っていないようですh

- 3 -



躍 圏 霞
十 師 L L D = せ

田 駆 題

母的

嚇 睡 ) = 申
サ

1

吸いH P  Jたヤユニ午活号を手示 にます

サt矛呈′,ら■iと ゎ / 1 tンな尭景午千 号といたたさi t )

13.免 許 番 写 の 作 成 機 能

自局( 7 , ! ■許番号 をつ くりたしッて しまいます

14,相 手局免許番号表示機能

受信した、AT Sィ言号の中の免許番号を表示させます

JOLD )十 (日 OLDめ
=→

この人はちゃんとA T  Sの中に免許苦号が
あるようです― で も少しいかしいかるi ? ?

相手局免許番号吸い取り機餞

受信 L′た、A T l S I言号の中のえ許番 号を自局" t ,の にしてにすいます

娘
) = 中

導

超セ

こ1 1 で、克言ど「番号は、 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C となりました
お互いl r 、G 7 S 「X 同十千すと 電 話活号なども | □n か、T s 信号て送れます 石 白、活用方法なとを考えてヵ = (

☆HOL E lキ ーについて

●HOL Dキ ー操作方法 そ の l H O L D + 3～ 8矛 ufその他

御 O L D ) をチ甲しまうと日臣理ヨE 口駆目躍ヨ臣
のオれ 表示力ま オっ l A , . これけ君半舌ではぁりませ六′

iこ のとき、表示の左端のオイitナF"の表示 となっています(
この点について注目t/ておいて くださぃ
この状態から HOLD I回 目でセッ ト、11千除できる機能の操作が行えます

OHCIL「 _lキー操作方法 そ の 2 ‖ OLD十 1～ 4に ついて
上記に続いて、 |～ 4の キーを押 にますと、今まで

コ
FⅢと表示さねていた部分が数字に変わ ります1

HOLD I～ 4け 二け設定になっています.
HOLD I^▼4ま て そ れモれに |～ 4の セッ トを設定 します

HOLDを 押 し′たたけでは下の表示だった左の桁に|へ4の数字が表示されます

本社は杖能がi告えたたぃ

- 4 -



鱒常OLEl正 機操作の例 (素早くホ売t'て操作します )

匝 )

(8

(ひ

tむ

t静

毬= 「ドB 球|

■            =HOLD+5‐ ▼91よセ ッ トな し

ヰ         =HOLD卜 |のなかはセッ ト4rし

串           =HOLDキ i十 1カギセッ |さ ILた

吟            =HOLD十  1+3が セ ッ トさ,とた

ゆ
鞭

封J O Lい|十 け 附 や ねた

韓
鞭

二‖倒コの僻 か叫 けた

_上青己てろJI うフtr l早十F号:川車にJ1 1)、 卜loLD2r負ヒッ ト をイ予t まヽコ
~

鶴スペシャル機能を:すべて□FFと する

, F X と早 | , ■ こ| | に,■いただ てたいには、一 = )一つ′)市! t 汁七十打'里打セ|していたた くことと思います 十 二【生てす7♪状F I  L

l つF F ! t ′( 力ヽ ら早十Fどt i るとよt “ヽ t 】 う

睡 座 正 ) ・ 撥 調 麟
g 鮪遇r 与 H " ど打■に 示 さ和T い コれとは t " 十 却 して新 を消 します

屯上出比) ヰ 鞭
= 5 ～ 9 のい て h  F t えたところ r  E l y キ_ を押しますとH O 酌研 作小 サけます

上言己と同1芋、 三 い日‖OLDσ)代台ヒも一1言解F↑ができます

在而而 卜 S t t  F T  I = ■

頓亜五)キ1蔀可 尋 十(め=→園騒醸十(二か拒亘車ま∃=」卓培骨f汗混式汁
な

住Ll_声ゎ||… ョ■ キ|〔み=→躍霞覇目騒彊醸十(D引蔦号表示=螢経g潜|カ
| ( ) _ 二

I H C ) L L Ⅲ I  I

れらの|ンヽ高ヒのセ !■ を全イー若ll t除すを

十(三か二瑠襲弱轟十(こかキ[::::≡壬壬:]=螢祐払!胡少
乱均

「
―
―
―

巾 回 J l = 鞠 J

亀土と生註上つ1区:亜亘11+ID十(夢■田冨調題主て将除さ|まtた

1 7 , A T t S信 号カット機能

P T T をに■った時、はな t た時、 | ■に1 回送信 されそl 沖T S 信号を止めてしまう杜F I L てす

こ 日●L D ) 十 ( D ■ ―
… 卜 こ H O L 百

~ ) 十

( D 中     再 峠

18.講 番号の解読機能

受信したAt t  S信号の中α)群番号を表示させます

佳H O L D ′L!D弱騒題■セオ建里D)キ0・   打 悌

]B.群 番弓の自動作成機能

P ] T をにさったとき 現 在′)モー 1及びチ ャン才ルを君キき号とし′てしまう様端ヒです

こ 日OLDD十 (D中     セ ット (日 OLD)+0→     拘 陥



20.チ ャンネルの優先表示機能

3 F l l詰中 (レデ ィ)に  群 番号表示千
!なく チャンネブt/汲びモー ドの表示となる機有しです十

こ而 商 =)十 (ひ 今日 日 田 団
七ッ 【 問①LD D十 (B串     れ 4除

免許番号待ち受け機能

待ち受|サ中、自局の免許番号 と同じ局だけ呼び性に′れ受け●t ,る1☆高[です

卸面王,+o・闘日騒 ヒツ 《麺適三'+6寺轟醒ヰ赫幣
君キF‐号に関係ちく、A ] 3信号の中の|せ詩希号たtサに宝|り, 1リユす―

「・l  t許 析号て十キら宝t ,しているとさは、本1岳号いま1 )つ( )は' R I力とたfリユ寸

控,ス キャンスビード切誉機能

モニ, 一 け―■' ユ L ― | を二= A = す  セ ットて1 ■F = , 、| |

鐘 出 品
' 十 ( B 十 ( 酔 牛 ヲ ゆ ゾ げ

2 3‐登モート!スキヤン機能

モニ■―リーチの崎 |まわりしてC Hの最初におると、モー トを一つといます

にわ |、サーチを行います

メモ )―アキ ャ1′θ)場白に1 3  ' ‐ てのモー 1に対 t【 、メモ | |―C H  7 キャ

こ「戸正預: 高下) 十O t t G ヰ

24.メ モリースキャン機能

C 日の川口子のスキャ:′て|よる (、C H メモ リーの 'キ ャ!ンを行います G 7 3 「 Xにはo  9 まての 0 1回のC Hデモ ーかユ,りますカ

C Hメモリーについては、 2 1 員を手照 ください

連ホ売モー ドかセッ トされている場合、各モー ドこtの 各C Hをサーチ t′て行 さます

解降の場割 〕 各C Hメモ サーが記情 しているモー ドに川巨女切 r )変ります

【百こ疋石1)十C)十《夢■

2 5 .空 きGHサ ーチ機能

モ三ター7キ ャンの とき、宣いている, C Hで■lめるようにします ね (ま で渋机の生さC Hレ八ルにより判 掛tま すαⅢて

て使用している場合、 ま た、フL /―クタイムの時などで使用中のC Hて止 まることもc fります(

【T高て正五アわ十①十O■

宮8.全 モード待受け機能

すべてのモー ドの制御C Hをリセッ 1中 にスキャンしながら待ち受1 )に′ます 一 度に 3つのC Hを聞いてくヽる訳ではないので、

着信幸は惑化 します モ ー ドがt 7 1り変わる状啓を先頭のケタに表示 [″ます と モー ト待ち受けをし′ている局を呼こF I出す時に

は、連続 リコールを使用して ください

御面弓)十OttO+   車 →― 中

27.自 動モニター機能

待七】宝|ウ状態のとき、3分ことに全C Hメモリーのモニタースキャンを行います

OFFて 高iと,キ 十

こねによりす/tヽ てのモ ー

′をする』1 うになります

十■・,1カ っ`す二よ

σ而正)十O+0!―
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28.留 守番機能

留守中に、呼び出しを受|サた部番号、チャンネル

留守中にだれか呼んだかす ぐに判別できます.

(HOLD)十 ④
十
③
→

23.留 守番メモリーガード機能

こわしたくない留守器メモリーに、ガー ドをセット、O F Fする機能です。

∈亜重)+0+O■    +O■    セ ツト+0→    船
・   +O→    セ ツト+0■   附
中   +(め 玲   セ ツト+0■   鵬
ヰ    +(ひ 球― セツIⅢD今    拘 T除

38,PTT自 動リコール機能

P T T をはな した時に、 自動的にリコーブ|′を送信する機能です 1

次に示す、P T T リコールタイマー制限と関係がありますので、以下の項 目と右せて使用して ください

(1甲OLD)+OttO・
このセッ トたけの場合ですと、PTTを握って 1分以上たたない場合に1よリコールをしません

以下の設定をしますと、このタイマーに関係な く、つねにPTTをはなした時にリコールをします。

(HOLD)+o+0 ■

モー ドを記憶 していますて

すべて リヨールする機能です.特 ち受tり設定は 8項 に記 してありますので、そちらを参
リコールを打ったC Hになります(

31.多 群番―括リコール機能

待ち受け指定をしている辞番号を

照 して ください 呼 び出すC Hは、

《ワンポイント》

流れる群番

| メ モリー 0か lbメモ

2 待 ち受1)を 0か ら 9

8 リ ヨールを打ちます

リー 9ま でに 1桁つつすらした招1番号をメモ リーさせ ます

まで全てセッ トします

と、まるで群番号が流れてい くように見えます i

3 2 .タ イマーリコール機能

通話中自動的に、 3分 ごとにリコールを打つ機能です、

(T高て五五チ1)+otto吟

に'その他の特殊機能 (ノーマルの説明書にt)ありますので参照してください.)

33.PA(拡 声器)

外部スヒーカーを接続することにより、拡声器 として使用できます ,

使用方法はノーマル機と同じです

と 日O L D ) + マ イク3 川F T = ■ 田 躍 ■ ヨ
+ O
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34.ス トップウォッチ機能

このストッフウォッチはラッフ計付さで1 / 0 秒まで計れます
使用方法はノーマル棋 と同じです…

御面∋十マイク割‖FT=キ囲塵轟ヨ十ぐ夢

3 5 ,目覚し時計機能

設定時間よりカウン トダウンし、時間になると言で知 らせ ます。

日覚 し時計や、 交 信の約束時間にセッ トしたりしま,「

イ費用方法はノーマル棋と同じです|

くこ巨三EヨIr)+マイクSH FT=輯轟磁畿圏十(亘か

■その他常OLEl機 能

18.受 信感度低減機能

本社の受信感度を5W , 0 ? 1 / 1 1に切搬えます 注距乱かに|げ,,甲十信か‖`る場合に引早的工す

短亜頑)JO+0時     R料 制

37t送信出力の低減機能

木枚の送信出力を 5 W 卜 0 2 W に低減させ ます 遠 距離/ ナヽ方害を与えている場合、効果的です

こ日OLD'+O+0■― o2W制

38.国 ―カルモード機能

i邑詰す る相手局 を日―カルモー ドで呼び出 します十呼び出された相手局は、 自 動的にと、受信とも低減状定kT呼 ひ仕|さオ1ま
す

に 出OLD)十 O十 (邑〉
→           LOCALttlT

33`l分 通話モード機能

通話する相手局を 十分通話モー ド呼び出し.ます 自 局は1分たって( 1待ち受|う状態にもとりません

毎正正)+otto・    Htt N制

48.タ イマーカット機能

元々、タイマーを動作させようが、させよいが、G 7 S F X には通話の時間持1 1長はありません(
この機能は、単にタイマーを止めるだ|りではな く、使用】大況に応 じてさまざまに変イとします

(下花疋正戸)+cら十O→    セ ット 十(,中      解 幣
同時に、パネルの

“
T一LIMルランフが消灯、点灯 L′ますィ

A.呼 び出 Lノ、及び着信の時

タイマーカッ トがセ|′卜されている場合は、捕捉 (呼び出しや、着信で表示が点減 して( るヽ時 )の あと、 自動的に|

ディモー ドになります

タイマー動作セットの場合には、30Fl)問す高捉状態のあと リセットします

またこの間に
Ⅲ
HOLD'、

LREMOTE"、・
PTT"などで、 |ャデンrモー ドに固定することt)できます.

Bt固 定モニターの時 (固定モニターとは、CH指定や、 リ セ ントよ1)1回目のモニターキーでなる状態)
タイマーカッ トがされている場合には、 リ セッ トtノない限 りそのCHに います

タイマーIll作セッ トの場合には な にも受信 しな くなって力 1ち5分問たつと、自動的に リセッ |し ます

日OLD,十史出か
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0 ,

「J.

モエタースキャンの時

タイマーカッ トかセッ トされている場 合には、A感 のあったC‖で固定モニターになります、         ,
タイマー動 rFの場 合は、ユ、感のあ ったCHを30秒間傍受 し、ホ売けて次のC日にスキャンを続行 しますr
千二ターから、群番号一致の時

タイマーカッ トカ`セッ |さ れている場合には、 5分 問ま捕捉状態の後、待受け状態に移 ります
タイマー雷力作の場 合tよ、 5分 間の捕捉状態の検、モニクースキャンに移 ります」
リセットから

“
PTT"な どで通話GHに 移る時

タイマーカッ |さ llている場合には、特に変化はありませ人ト

タ r7-動 作のオ大態では、 1回 目の発呼信号は送信しませム′Ⅲしか t′、 2回 目にPTTを押す時にだけ、PTTによる自動
リコールを行います こ の松能により、たまたよ開いたCHが使用中であってt)、その ままリセッ トすれば、不要な呼
び11しを減らすことができます

41.88C出 /158GHモ ードの切替機能

8 0 C Hと1 5 8 C日のモー ド切替えかできます )

在日OLD ttD十 (ら理題 躍 頭
=中1日調 駆 点灯 こ日OLD)十Ottcヰー 除

42.動 作音の変更機能

+一 は受付動作者の大きさを変えます 日O L Dキーにつづいて、 0キ ーな数回押すことに、吉が大、小、,肖すの状態か交互に
現わ1 はす

《卜10L Dン

動作苦大 動作吉小   動 作苦消

43.群 番、CHロ ック機能

メモ リー | に記憶させている群番号、モー ド、C H でロックをかけます た たしi 主信に務る場合に動作 | ′ます1 ヤ ォ1 以外の操
作では通常どおり市えます |

屯士と挫ュュ♪
十( D 十 ( D →     E 綺 鈍のチ フが点灯 しセ ット

t‖0と9,)十(9+(じ→        が 1際

i巳常ブ)ヨカ作とは、モニター、 リセッ トなどの無綿杖び)状態から メ モリーのt 7 1り苫え、群番号の打ち替え、C Hメモ リーに関
すること、その1也t )ろもろの動作 t )受tサイ」けます
ところが送信状態になったとたん、すでに変 ,ているはすの以前の内容に君キ番号、C日とも_―r更されます こ れは

“
H O L D '十・

C■  1の 操作 を行 った防間に、その内容を別t / b状態て内部に取りi△んているからです 一 旦取 り込 まれたデークは、再度l H t ) L Dい
卜 C 十`
“
【 ロックを岬除するか、死んた、Sり】大態になるまで変更さオ1ません

44.群 番解読―発モニター機能
| サヒッ ト中に打論さねた科番α) G H に、印モニターできる機能です 瓶! 読表示中に本体の

Ⅲ
E N D " キーを押 して ください

暉読 された辞番号が呼び出したC H をモニターてさます

E。

)十(D中■■田口

毎雨百〕十O+0→    れ 早時

(ワンポイント)|

実際操作方法

I  H O L D + 6を セッ トします (群 括が見えな1 ,ねば話になりませんf当 然君半番解読セットです. )
2_ HOLDttC+2を セッ ト[′たら、 十ブセット待/1tします
3 ,昆雑 [ノて( る`地域では め ま〈

ヤ
るとい程 君羊番が変って( くヽでにょう

4 キ ャッチしたい群番が 「と日たッ /」 その臓間に本体の
ヤ
END"キーを押 しますi

5 1荷まえた熟半活が リコールか呼び出 L夕をしたG料に モ ニター状態で飛び込んでいる書ですf
6.ⅢPTT"を押せは、キャッチしたその杵番号で通話が開Ⅲ合できます―

炉証D+0+0中     セ ット
十
~~~~~― ― 十一
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45.セ ミデュープレックス機能

送信と受信の周波数を別々に設定する機能です。これによリバーソナルで本格的なレビーターt )可能です

)十(C》十O=→    セ ッ| (日OLD)+OttO=→   附
モリーの 0の CHが受信周波数、メモ リー 9の CHが送信周波数になりますt

くワンポイント〉

こんなつかいかた

2局で交信する場合、お互い同士のCHメモリー 0と

しか聞かれなくなります 3局 以上は不可能ですが

レビーターシステムとは

レビーターとは中継方式の通話を行 うものです=送 信、受信の周波数が遠えば、以下のことができます

離 C伴 Ⅲ― ― ―
「
輛 E訴

ト
ー 十 _‐ 受信 CH   I

A局 からと らイ1た電波は、中継で周波教か沓えられ、B局 に届 さます B局 からA局 へ t)同じ動作にるfりま

す 中 継棋は、送信と受信の周波数がずれているため、自分の電波は_―信しませんので送受が同時におこ

なえます(中 継枚 をロケの良い場所に設置すれは、非常に遠距離 との支信も安定 して行えるようになりま

す.

なお、レビーターシステムの詳細については、蛸入さ,1た販売店等に」!すたすね下さい

48.周波数移動秘話機能

枕話装置にけ、音声をその周波数を反転させて、内容が判別出来ないようにするものが良 く使用されていまに′たが、最近に

わ!ってデジタル方Tlの秘話が実用十ヒさオRす |た  r警 牢知締なと)

この方式は解読すること力(ヲE常に困難で、その秘匿性が高いた)のです ま た、無線では別の方法で 同 十チにlL匿性の高い方

式があります こ れは、 1対 |の通信を行 う場合、非常に広い周波数帯域 を使用 しておこなうものです

A.周 波数拡散方式   こ イ1け送信時の周波数帯域 を非常に広 くとり、個々の周波数に情報 を分散 させ相手に送る t〕(つて

す し か し、無線横 自体に専用の棋椅が必要る!ので非常1こ高価です

B`周 波数時分割移動方式… す でにア メ サカなとでは業務実用のf負階にあるようですが、周波数を移動 しながら必要な

情報を相手に伝えます1し か し、送 り、受けイR↓ともに周波数が同期 して移動できなければ内容の再生がてきませ人

周波数がどのように移 り変わっていくかが分からないと解読は非常に困難です
|ハーソナル無線機は内部にマイクロコンヒュータをす寺を,、AT13信号で、無紳社同士の1青報交換がてさます「

このことを利用 して、B の
“
サ司波数時分害ド による秘話が可能になります

実際の
‐ll作ととフては、CHメモリー 0～ 9に 記憶 させてある周波数を一定時間で順次移動 してゆきますt

まず、との周波数を使用するかを決めます|― CHメ モ リー 0か ら9ま で使用するCHを メモリします 相 手側 t)同じ順にメモ

リーさせる必要が立)ります

(日 OLD'十 (MONッ )    中
メモリーさせてc t t l るC H の表示が順次かわってゆきます

そ して、 1週ごとに同期 をとるため、送信側からA T  S 信号を送信 します.

C Hメモリー 0の 時、送信状態だと、AT  S信号を送信する

また、受信状態になっている場合は、相手からのAT  S信号を待ち合わせ します

A] 1 3信号を受信 し、その辞審号が自局のもの と同一の時 内 部のタイマーあわせをして、周波数を切り替 えてゆさます

はほ 2秒 おさの周期でCHが切 り変わってゆきますⅢ

切 り変わった周波数が使用中でも、妨害するのも、 さ れるの も、 2秒 間だけです

メモリー 0に 割 り当てるCHは、同期のためのAT  Sイ言号が送信 さrlますので、なる方ヽヽ く混信のないCHを選 んで下 さい

もし、同期がはずれたら (相亭の声が聞こえな 〈なったら)攻 の同期 まて、送信を控えます(一 回りで20秒ですから、景大

ても20秒間で復帰できます.

通常の無激棋棋有:に戻るには、本体かマイクの
“
EN D "キーを押 しますt

t戻つた場合、無線機の表示状態がおか しい場合がありますが、メモリーなどは消えていませA,↓)

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ を入オ1苦 えてお1)は、モニターされて も片方の話

| _
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７
′ 切断信号の送信機能

セッ トしている群番、CH、モー ドで切断信号を送信 しますて

です.暗 証 コー ドが分からないため、すべてに該当するヨー

送信終了 まで約 2分 間かか ります。

ここでいう切断信号 とは、自局に暗証 コー ドのない場合のこと

ドの信号を送信 します。

P、Eなとを頭文字にした4寺殊祥春号が t、うけに,れていますが、実際にはヤのよ

く、すべて神事の
ⅢO "からアツ|ンファ/くッ トの

“F "までのコー ドて進 ら, 1ていますⅢ

このような構成になっています 規貝‖性 とし,ては

先頭 が
ⅢF"であ るこ と、こ―CO R Dを 除 いて中が

・00 0 'であることのようですか、まだ空さがあります(

また、通常の1到出信号 (通話状態から、自局と同じ時証ヨー ドをl寺つ局だけをリセットさせる)を 送信する場合には、本体
1即|の
・E N D "キーを 秒以上押します。

この場合は、自局の持っているP若証コー トのみで送信します

4 8 _マ イ ク キ
ー
の 機 能 (マイクのキ オA市ヒは、状況に応じて1☆能が変ります )

RE 4ヽ0TEキ ー

固定モニターヘ

固 定 モ ニ ター 中 十 IGト

十 1モ ー ト

固定モニターヘ

1主ホ|リ コータ

特殊オブション群番号機能

新モー ドの1先種には、新たにA、3、日、と

な文字のコー ド信号が出ている訳ではな

F F 0 0 0      t t

F0000    →

F0003      →

F0005    ■

「0006    ■

F0009    ■

F0002    →

F0004    →

F0007    キ

F0008      →

F000A      キ

F000B     →

F000C    キ

F000D    →

F000E      ■

F000F      →

3-CORD ― ―_

そこで、G  V  S F X ては勝手 に至 きヨー ドにコー ドネームをつけ ました(

F 0 0 0     中     N― C O R D

E一 GORD

F― COR[1

H― CORD

L― COR「l

A― CORD

/ヽ―COR[)

| ―CORD

T一 CORD

G― CORD

U― CORD

―CORD

C― CORD

d― C()RD

F― CORD

O― COR[)

「

これらの杵番号は、わらか じめ メモ リーにある訳ではる

うに表示されるものです

告目好 きなヨー ド名をつけて くださいⅢ ↑

く、そのコー ドに該当する君羊番号 を打ち込むと、上記のよ

0+O+O+匝 正ヨ+O+S日 『T+OttOttOttO・ ■目軽目
O十
(D+O+S日 FT+O+匡 SH FTヨ +OttOttO十

IS日 F下 ]+①

→
車

末尾に該当する部うに、0～Fの文字にあたるキーを押せは、上記に記してあるコー ドか表示されるはずですt特 にY―CORD
なと、とんな通信目的にイ実用されを)かは、推して知そ】へしじ大いに利用してください(
また、他の機種ては当然表示されませんので、あまり吉地をはらないように

S卜IFTキ ー

群番/モ リー及び4予定群者呼出し

イ寺受け】大はハ、

タィマー動作時、 ンキャンーR告停止

侑受け‖大態ヘ

待受け】大態ヘ

I‐信出力、受信感度rTl変更 待宝tり状態ヘ

HOLD状 高ヒか ら抜 ける

―    ―



〇数字キーについて

数字キーは、ノーマルの場合、待受けの設定/解 除をダイレクトに入力するために使用されましたが、SFXては完全 6画待宝
(りのため、キーが足りずに別方法となっています。

Oからにらのキにはスペシヤルメモリーに関する機能があります

現在のCHよ り

CHダ ウ>

現在のCHよ り

ハーフでCHダウン

O

スタ`くシャルメモリーを

ひとつ戻す

O

スペシャ

平閲OH子 ドの時は
0と Oの

キ はそれそれ
Oと oの

キ と同機能となります

,チャンネル及びモードについて

キー操作によるチャンネル設定の場合は、 l  C Hから1 5 8 C Hまで可能ですiモ ニタースキャンの場合は、2  C Hから 5 8 C Hまでて

すf

0モ ードの切替機能

モー ドの切り替えは、
ぐ)又
は、
Oの
キーを鯛 して職 に切り替えられます

操作は、 リセット中、モニター、レディ、送信中、いずれからでも可能ですィ

(1lGHの切替機能

C H 切 り替えも一 ドと職 、
O  O O ぐ )のキで臓時に切り替えられます

《ワンポイント〉

最近の900MHz帯 の様子
′`一ソナル無線も、もう7年の歴史がありますが、最近になって特にOFFバンドに対する取リホ帝まりが強化
されてきているようですn驚 くことは、このG7SFXの バンドの状態で、6、 7モー ドあたりで自動車電話
が入感してくることです( 自動車電話は、もっと下の周波数から割り当てであるはずですので、このあた

りの周波数まで使用しているとなると、相当の加入者数になっているものと思われます.

うらをかえせは、それだけお金をかけて電波を使用している局が多くなってきているということです.
このため、多大の費用を使って運用している局が多くなるため、4寺にパーソナル無線のOFFバン ドに対する

取り締まりが厳しくなってきています.な にしろバーソナルは、彼等にとってはただの遊びですから

各自十分自党をもって、このG7SFXを 運用してください―取り締まりなどには、十分注意しましょう     |

ぐ)からに)のキーには、CH及び一ドを動かす機能があります。

モリーを

させる

現在のCHよ り

十 I  C H アッフ

O

現在のCHよ り

ハーフでCHア ッフ

(o

勝
誹
Ｏ

【”念）

スベシャ

D

キーバネルの各機能

現在のモー ドより

十 1 モー ドアッフ

O

現在のモー ドより
― |モー ドタウン

(D

スペシャルメモリーを

- 12 -



モー ド0-― 一 ノーマツタモー | 903ヽ 905MHみ 一――一一 ノーーマル

|――― タウンモー トーーーーー十 -901～ 903MHZ

2-― ― Wタ ウンモー | 99ヘウ901M卜IZ I見在割 り当てなし

3 - ― ― トリフルタウンモー ドーーーーーー 8 9 7 ～8 9 9 M H Z

4 - ― ― フ ォースフライベイ | モー ドーーー 8 9 5 8ヽ 9 7 1 1 H Z

5 - ― ― ファイフライベー | モー ドーーーー 3 0 3 ～8 9 5 M H Z

; =三 ニユ 震そ王子

′rべ_ト

エ 土 王 王 告: | = | :↑材‖: = r自
動車転 舌がぼちほち使用中

モー ド4、 5、 6、 7は 極度に周波キすが百はオ1ているため、無線|■本体″) 1生有とにより、送信てきない場合がありますi  またi基
信してt )安定したt _ ,度であるか|ヨ不朝てコ こ のため、この周波数帯ての送信は、l D l力行わないでください 終 段ハワーモ
ジュールの故障の原因とt、わiります

(リンポイント|

無線機の基本的性能について

7年間の間に、名社かに)芭′やな|l i泣が発売さキtよに′た力 岳 近ブ)無椋オ京の神H向 としては、
「lメ前に'と■■i 品可夕1生、 ちt十古ド[力`井【(1っ た | ことうく日に相 =,有_Wlましフた
十一方― ti  lよ′)イ早度をに■ti―:声1府六ii  J  という/ゥ ハ!,ヵi吉積されて、定価設定 t)下けたいために個々(7 )
ハー ) 'た|ど と、l J I白しに十1 !μl ( 1 )オいとF  l i力!】有i々に低I F「P i  t〕αうにL l 1  1 )者えらオ1てさています
(ここ【ぃ Ⅲ

Ⅲ
安価
い
とI J  , !一方―に 上■ げ 安l l ~いてあ 、て ナ 量発!主, , 1はJ l常に値が下がそ) A一 ッの空

更か|い ようてす と にい ,ど
｀
】一々一 ■― IⅢて`すから 一般的にはA手 か口封tにる!る場合がありV C O

ユ=ッ |、ハワーモデコータ|ラよと1呆守面からす ると、夜々高 |つ く場 合が多い村です )
J I力げて、i二信てさ小バ】 卜| オヽ末くなり、而」熟性の住いハワーモンコールになってしよいました

このことを十分理れと|して運用 にて下 d tヽ

4モ ー ドからハワーが出な力■)た1 )、す ぐにモデューリフが取れるのは私のせいしゃありませ人夕_メ ーカーが惑

巾!,スペシャルメモリー機能

ヌベンャノンメモ リーと1 3 -種の裏 メモ サーてす S F Xて 十よ、 2 8 0 C Hにも増えたす′くてのC Hを十分有す力に使用するの1」、区難
るi (ごとにわ|りました そ こてスヘ ,十 ルメモ リーを活用 して、ある程度のC H、群番の管I里を棋/ 1 Aに任せてしまおうという1ト
のです

A  t t iこのメモ リー (“R E M O T E "キー千切り替 える)と は 全 く別の ものですr

B  こ のメモ リーにスっている帯者では、待受|ウは出来 ません「

C  部 番、C H、モー ドがワンセッ トにな っています 群 署だ| )、C日だtりのなどの変更はできません

D  ワ ンタッチで、記憶させ らオ1ます

E  ワ ンタ ンチで記情 させた状定ヒに飛ひな ります. (周 波数、辞者がいっへんで切 り変わる( )
F  記 悟てきる数t J、 4個 までです  5 1田 日を入れると最初の |イ回か'肖されてし′まいます

|  ス ペどメヤルメモリーの仕細r t .

ヌ ′`:十 サ|タメモ リーには、 0～ 3ま ての番号かついています

(9かのキーてモ、メモ|一番号ilつ進めますt       l

Cいのキで、ツモリ舌号をつ戻します   |

( せか
の十一で、使用中t ‐君キ者 C H 、モー ドを記情 します   ,

( 8 ♪のキ_ て、設定されたメモリーを呼とします    一

「

―

―

―

一

―

Ｏ
０

０

０
フベテ十ルメモリー関係の操作を行った場合

車
と表示がされます

これは 現 在中央に表示されたナンバーのメモ |―に、記情または呼出しが可台しという意味てす
スベシャルメモリーを呼び出す

苦通の鵬 て、
o と o の

十一を押すよ
―

のような表示がでて君半番が出ますぃたたし、上の中升の罪 は

崎) と に夢
のキ て、呼び出したいメモリー番号、鵜 か表示された時に

c ) の
キーを押すと、記情されていたチャンネル

モー ドてモニター状態に移 ります

また、 P T Tを押すと自動的に記憶されていた君1番になっています十

通話が終ってリセッ トしますと、ス八!ンャルメモリーを呼ひ仕|す前の群者にもどります

― 13 -



3.ス ペシャルメモリーの記憶方法

ここでは、 自分の希望する君キ番、C日、モー ドたす旨定 したメモリーに記憶 しますi

普通の状態で
C )又
け
( )の
十 を押 して、記憶 したいメモ リー番号にあわせ ま,

以下に―ド的にありそうな状態の1' |を、操作の手順をおって示 します
li iます枕械が勝手にメモ リー校有とを動作させないように、以下の操作をしますⅢ

師面D+0+O→     “ ゴ射えるようにする
そ白うのクラフオとのメイン群者、C H をメモ リ

ーⅢO " に セッ ト (例 I  C H  2 3 4 5 )

(D十(D ■車
(》十確》十Ctt t蕊)キ
(D十(DtttB+O十(ひ+0+呻 的 ■ル

3 部喬1 4 平読′セント時、モニターサーチから知 |サ合いの人にわ声i Jけしたら 「ウチのフレン トが聞さたい ことかあるって言 ‐ぅ

てたから、 0介 l t A 位によた来て / Jと 言わl lたの【、ここもメモリーモ5 5 C 日の6 7 8 9 0 だった

(Dttrら
 吟 ―

い 科桶 表示iO■ 脇 =聞 殻 闘

4半 社号町|l i―亮モニ,一 をヒッ ト時、早なオtをい料千表示が出まし′た
飢

)をlW  tたら聞きる!1 1ろ: 1ドY L″=′vの■

伊と説 し中、 t ,やこ11もメモリー |ンといて古″とでフL′―クにィよ― /(帯千=7 6 5 4 )

め+(ひ ギ園麗繋目・(D=g園麗聾盟
5 0 見 た ったので、ささほとのとこに戻る

O瑠 盟軍躍い(Dヰ臨翌識grg ( P T  T とにさって 「オーイ/  ! )

( b l サや、 もういなt 7ヽ )

6 Y L さ人夕、まだやってるかな～ ?

(|め中― ■(D牛鞭
7tiに 'わち|い、いつ t)のホイン |で もワッチするわ

tめⅢひヰー ト(ひ中日帥
この1'1て(よ、マモ リー 0、 十 =■ 記1志させ、 |、 2、07,‖頁にH手び出してヽヽますか、との〔k 〕七1川1岳 ても枯 t まヽ1士代′

使い込 //でゆ くほと便利にJそ)てし1う ‐

Ⅲ幕話考H l  r : 売代吉: がO N V ) r i  t P . l l 店に受信 したI F l の存肴号、チャ】/ ネルモー | が記憶さォt ます

Ⅲリセット群中の留守番機能

圏守中に、呼び出しを受けた打ギ舌 チ ャンネル、モー ドを言己憶する棋能です

留守番メモリーとに′てスア【シャル メモリーを使用 します 、イ回別にメモリーガー ドが世けらオ1ます― ヤモ リーガー ドが掛 1 )ら

キtた留守番メモ リーには、記憶さl lませ人

在而面
｀
)+0+e屯 嘉田■

二わ した くないメモリーに、 マモ リーカー トをか| ります

mⅢ D+(め・
つTい て 0か ら 3の 十一を押すと設定

/師
除がて
―さます(

以上をセットして、 リ セ |″卜待状すれは、自動的に呼出しを受け、20秒後に、十の l‐若‐ チ ャンネい、モー ドを留守番 /モ

リーに記1まして、 サセッ トl■態に戻 ります

留守舌記1意が行われた場合は、FIH■ ランフが声減 して呼出しかあったことを知 らせます

OJE翌 嵐・― たわた陥が出て、端に「帳示が子ます
希望する祥きの表示さねた時に

忙少
のキーを押 しますと、 そ のCHに存 ります

留守者/モ ノーが相i杯になると、以後は記情 さ
‐lません

メモリーガー ドがお|けられたり、習守番記憶がされたメモ リーは、記憶さオ1ません。

習守番記憶の夕リヤーけ以下のよ うにやります

σ 証 直 )十(こ)十
1ゼ
)ヰ ー    Ⅲ

3Ⅲの数字が消える健 吊 点減

萌 消灯して記1忘させた群者がクリヤー します(高6「l)+0+0今回睡■

一 14 -



に,HOLDの機能一覧表
こH O L D ) + ( こ》十( こか
くこ二【1 : E : ) 十( こ》十くこか
《こ二【コ三EE)十O十 (E》

廻夏テ) 十( D 十の
ご而石D + 0 + の

電E E t t I 三百E p 十ら + 0

題亘♪十④十瞼

く二重EI三亘三)十(ら十の
こ略生L」 五堅歩

)+(ひ 十
(醇

磁躍塁| 十峰 Ⅲ摯

d HOL"十 (亀歩
十
(亀ぶ

麺璽1 ) + ( ひ+ 6

竜 H● LD)+く とか
十 (妙

御 O L D  Ⅲ 9 + 峰

在 日O L D ) 十くとか
十
く亀か

卸①L D ♪十( 色か十くとか

く:iここI:二::Ⅲ十(D

こHOLLn l十く巳か
鯨面卜 o
て日O L D ' 十くE 》
( こ二1 こここここ♪十( こか
【H O L D ) + O

・Ｏ

Ｏ

十

　

　

十

ウルトラSFX基 本操作表

,  O N → スキャンスビー ド低速

→ O N →全モー ドスキャン

ON→ メモリースキャン

ON一室さCHスキ ャン

ON一全モー ド待ち受(ウ

ON '自 予カモニターセッ ト

ONド習守者 ヒッ |

O N・ど守活 メモ |―力
・― ド

Oi N  F T「リコーブ[有 り

ON ! P T Tリ コール 周r)のとさ

Pl「はなした時席にリコー′|

O N】 ■祥者 リコール

ON  夕 打マー リコー '|

O Nヤ受信感度低減

ON一送信出カイ氏)式

ON  日 一カルモー ド

ONヽ 1分通話モー ド

ON―・AT 5イ言→争カッ ト

ON― 君半皐告角卒1京

O N→需キ者自動作成

ON‐CH優先表示

ON―与と言午モ車号イ寺
-1す

車力作吉の変更

辞き、CH田ック (群番号、

解読辞番―発モニター

OF F→スピー ド高速

OF F―早~モ ー ドスキャン

OF F―)川員番CHスキヤン

OF Fイ 費用CHスキャン

O F F 一 単

一
モ
ー

ド 待 ら 受 け

O F F‐自動モニターなし

0「F・留守者なし

O F F―毬守看メモ リーカー ドなし

O F F一P T Tリコーメな t

O F F , P 「1 1 ヨー) ク有 り“すとき

1現 tメ内リコーソ′な し

0「F‐普通の リコール

OFF・普通の サコーブ|

OFF′受信感度通常

OFF'i圭信出力通常

OFF,迎 常モー ド

OFF一通常モー ド

OFF ,ATISI言 号出|る

OF「→烈キ番解号売しなtヽ

OFF・ 71t者自動作成なし

OFF―,CH任先啓忌掲末る!し

OFF一 群番待受け

C H メ モ リー 1 使 用 )

【「戸疋預: 高

~ ) 十

( 巳〉
十
O

■ セ ミデューフレックス機台ヒ(cHメ モリー 0と 9使 用)

( H O L D ) + ( D  t t  O
( 「高こ正五丁1 ) 十O  t t  O
( E E 【】: E : ♪

十 t ~ H O L D ) +

… + … +

OFF― タイマー動作

Oれ O

匝
四

■ O N― タイマーカット

→ 8 0 C H / 5 8 C H切替

キ 群番号コど一

免許番号吸い取 り

自局の免許番号表示

: H O L D ) 十( 9

廻亘)十O

門①LD)+t日 OLDノ)+



卜10LD )J

一ωＯ皿∞
，
　
　
　
キ

相手の免許番号表示

先許番号の作成

周波数移動租詰性能

切断信号の送信

死んだしヽ、り

川OL D十 1の|,ヒ奇:を全て研跡

→ HOLD+2の

価

~ ) 十

くとと世ュ上車ュ1 ) 十
【而 百D十1:亜【ヨ

建 墓 正
) + i S日 I F Tヨ Ⅲ

0

C玉=亘:)十[玉孫〒]十(D

建 虫 二
) 十

1 3 日
I F T ∃ 十 t t i か

建 1 0LD:)十 13日 IFT¬
=1砂

正 ) + 巨巧
= | ( D

返亘亘)十にコ∃ ―十1の

転!面面 )+隆日IF下]ⅢD

頓憂重P十匹エエ1+(ひ
転:三ここEここ3)+[:三11三二ニヨ十(D

建wご正'十[!:亘吉T llい

十(B

十(毛歩十

十(邑″
十(0

+(じ

十(寧

十1じ

J OとD + 3び 〕    ″

H O L [ )十Jσ)     ″

川OLDl C I 1 3"棋 市と協lT

川OLDtt M+1 2F)||ヽ能,1'IFI

川OLDの 1北高との京'定 を全吉「拘41・

■ 拡声器

■ ス トッフウJン チ

中 日常 L時 計

■ HO L Dか ら抜ける

■ H O L D 7 ) ら`す友|サる

→ E―CO D Eの待ち受け設定、解除

群番 5桁 → 群番メモリーの書込み

在 日t ) L D ャ) 十在 E N D )

住甲oLD夕十マ:玉互三亜到

中l171キーの機能一覧表

(D tt uルt(ひ

tD+alL百
~)十
tDル rD

(D+(MON)十(こ)からO
(D+(CALLD+Oれ (ヨ)
0 + 便而D 十[ 璽∃ + 0

0 + 玉
｀
) + S t t F  T + 0

( 口) 十侮A L L ) 十回 画 十( D

( 1 ) + ご〔形覇百百) + 「而 司 十O

(1)十 t CALL)+ SttF T +O

O 十 便 証 D 十 I S 日I F T  I + 0

内年十珠キ
　
　
　
↓

↓
　
　
　
↓

メモリーの指定及び呼び出し

チャンネル メモリーσ)書き込み

テャンネルメモリーの呼び出し′

ヤモリー |か らメモリー 9の待Jを,受1 )設定

A―C O D Eの待ち受け設定、解除

B― CODEの 待 ら受け設定、解除

L―CODEの イ寺ち受け設定、拘子除

H―C O D E の待ち受け設定、打除

P―C O D E の待ち受け設定、解除

0+O十 ①十O



Ol140Nキ ーのC開 指定方法

在 南5雨 D 一 リセ ッ ト
の嚇 は前趾 用仰 、モニタ

ーの 卿 よスキヤ4臨 時 曲 メモ リー青 革△み

○
十
の
から
〇
+ ( M O N  D → メモリーC H の呼び出し制 定モニター

0+⑤ れ①のキ2回十ζMON♪キ 入力のはモニタ

( こ
渉
十 ( こ
夢
十 ( E 〉 か ら (ら の キ

ー 封回 十 こ M O l . l ) ヤ 十
一入力の0 + ヘモニター

いGALLキ ーの機能

健墜上量卜管置, 1将古1拝|
GH II:'i=示の設定

4モ )―■び特定朴析の自取呼出 [′

モー ト〒【示 力` 杵 者表示に4T者1わわ

十日OLじ18し ット)a)ヽ は、CH、モー ド表示が群
‐
3表示に切苫わる



測.チ ャンネルの配列について

チ ャンネ) L / の配列は、 1 メ下の ようになっています

匡:_  ri司 |□:ョ三[珂璽rLョ
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Xr.表 示ランプについて

ラ ン  フ ′B 味

待受けランフ

１

２

３

Ａ

ｂ

Ｌ

Ｈ

Ｐ

Ｅ

群番号メモリー及び特定群番号の待受け設定/解 除を表す。

湖
船
除
雛
船
酷
除
除
附
除

点灯

1の言受定

2の 設定

3の言受定

4の 設定

5の設定

6の 設定

7の 設定

8の 設定

9の 設定

遅い点減 早 い点減

Aの 設定 4と Aの言受定

bの設定 5と bの設定

Lの設定 6と Lの設定

Hの 信受定 7と Hの言受定

Pの 言受定  8と Pの設定

Eの言支定 9と Eの信受定

消灯  タ イマTカ ッ ト中

点l T  タイマー動作中

T― LM

帥
ｍ‐Ｍ‐Ｎ

灯

灯

灯

占
小

占
小

占
い

8 0チ ャンネルモー ト

日一カルモー ド

1分間 F H話モー ド

)肖灯  群 番号イ寺受け

点灯 免 許番号待受け

C一 MEMO

SIGNAL 点減 全 モー ド待受|リ

萌 点減 留 守番機能設定時、留守番記憶かされた

MON 灯

流

占
小
占
小

固定モニター又はモニター粋一致中
モニタースキャン中又はスキャンー時停止中


